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要旨
愛知県知多郡南知多町の沿岸域 2 地点の潮間帯において，2016年11月から2022年 5 月にかけてウミウ

シ類の分布状況調査を実施した．その結果，頭楯目ではクダタマガイ上科 1 種，ブドウガイ上科 2 種，
キセワタ上科 6 種，アメフラシ目ではアメフラシ上科 6 種，嚢舌目ではチドリミドリガイ上科 8 種の計
5 上科23種が確認され，そのうち 5 種は愛知県初記録であった．本調査により確認された種のうち，特
筆すべき種の形態の記載，分類学的検討に加え，両地点におけるウミウシ類相の特徴について考察を
行った．

The�fauna�of�heterobranch�sea�slugs�（Cephalaspidea,�Aplysiida,�Sacoglossa）�was� investigated� in�
Minamichita-cho,�Aichi�Prefecture�from�November�2016�to�May�2022.�A�total�of�23�species�belonging�
to� 5� superfamilies�were� identified.�On� these� superfamilies,�Cylichnoidea� contained� 1� species,�
Haminoeoidea�2,�Philinoidea�6,�Aplysioidea�6,�Plakobranchoidea�8.�The�morphology�of� the�notable�
species�recorded� in�this�survey� is�described,�and�the�characters�of� the� local�heterobranch�sea�slug�
fauna�are�briefly�discussed.
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はじめに
軟体動物門腹足綱異鰓亜綱に属するウミウシ類は，現

在日本国内において1,400種以上が確認されており，種
多様性の高い分類群として知られる（中野，2019）．著
者らは，2016年から継続的に愛知県知多郡南知多町南部
におけるウミウシ類相の調査を実施してきた．本調査に
より記録された種のうち，裸鰓目については2016年から
2020年までの結果をもとに， 9 上科43種を報告したが

（柏尾ほか，2021a），本稿では頭楯目，アメフラシ目お
よび嚢舌目について，出現種の記録や特筆すべき種の形
態の記載および分類学的検討を行った．

なお，ここでのウミウシ類とは，福田（2021）の示す
オオシイノミガイ目，マメウラシマ目，フシエラガイ目，
裸鰓目，ヒトエガイ目，頭楯目，アメフラシ目，翼足目，
スナウミウシ目，嚢舌目（嚢舌亜目）を指す．

調査方法
調査は，南知多町南部の三河湾湾口部に位置する大井

（長谷崎海岸）および師崎（羽豆岬）で（図 1 A，B），
2016年11月13日から2022年 5 月16日にかけて計17回実施
した（表 1 ）．長谷崎海岸では，干潮時刻の前後 2 時間
を基本として，踏査により目に付いた種を採集したほ

か，目合い 1 mmのたも網および篩を用いて砂泥をふる
い，残留物からウミウシ類を抽出した．羽豆岬では，南
知多町立師崎小学校が毎年 5 ， 6 月に野外観察会を実施
しており，その際の確認種を調査結果とした．なお，
2020年は観察会が開催されなかったため，長谷崎海岸と
同様の手法により定性調査を実施した．

本報告で扱った試料は，70％エタノール，あるいは
5 ％海水ホルマリンによる固定標本として，きしわだ自
然資料館（略称�KSNHM），豊橋市自然史博物館（略称�
TMNH）に保管している．

標本試料のSEM撮影には，株式会社日立ハイテクの
卓上顕微鏡MiniscopeTM3030を用いた．また，確認種
の分類体系は福田（2021）に準拠した．

結果
計17回の調査により，長谷崎海岸で 5 上科18種，羽豆

岬で 5 上科14種が確認され，両地点を合わせた分類群毎
の内訳は，クダタマガイ上科 1 種，ブドウガイ上科 2 種，
キセワタ上科 6 種，アメフラシ上科 6 種，チドリミドリ
ガイ上科 8 種の計23種であった（表 1 ）．

概ね 1 年を通して調査を実施した2017年から2019年の
長谷崎海岸において，全ての調査年で生息が確認された

図 1 ．調査地の位置（A）とその詳細（長谷崎海岸，羽豆岬）（B）．
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のは，ブドウガイ�Haloa japonica�（Pilsbry,�1895），キセ
ワタ属の一種�Philine�sp.，アメフラシ�Aplysia kurodai 

（Baba,�1937）， ウ ミ ナ メ ク ジ�Petalifera punctulata 
（Tapparone-Canefri,�1874），イズミミドリガイ�Elysia 
nigrocapitata�Baba，1957の 5 種であった．

特筆すべき種の記載
長谷崎海岸，羽豆岬における確認種のうち，愛知県下

で産出記録が限られる，あるいは分類学的な検討を要す
る種について，以下に形態的特徴，生息環境，生態学的
知見等を示す．なお，標本情報は，登録番号，個体数，
体長（特に明記が無い場合は匍匐時の最大体長を示す），
採集場所，採集日，採集者の順で記した．本稿の著者が
採集した個体については採集者名を省略した．

キセワタ上科の一種 1  Philinoidea sp. 1
検討標本：KSNHM-M10962， 2 個体（体長 6 mm），

羽 豆 岬，2018年 6 月12日（ 図 2 D）；TMNH-MO-28805
〜28807， 3 個体，羽豆岬，2020年 6 月 8 日

記載：体は円筒形に近くやや偏平．頭楯は外套楯より
僅かに長く，左右の側足は発達し，頭楯および外套楯を
わずかに覆う．外套楯後端は正中線より左側部分が湾入
する．地色は淡黄色で，体表は銀白色の細点で覆われ，
暗褐色の内臓塊が背面の体表を通して確認できる．外套
楯中に内在する殻は白色半透明で卵形（図 3 A，B）．殻
表の螺溝は単純で点刻状とならず小刻みに折れ曲がり

（図 3 C），個体によって不規則に途切れることがある．
縫合は深く，外唇上端内側は湾入しない（図 3 D）．殻
頂はわずかに突出する（図 3 E）．胃板を欠く．

表 1 .�長谷崎海岸および羽豆岬で確認された頭楯目，アメフラシ目，嚢舌目．*は愛知県初記録種を示す．
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図 2 ．�長谷崎海岸と羽豆岬で確認された頭楯目とアメフラシ目．コメツブガイ�Decorifer insignis，長谷崎海岸，2018年 4 月 1 日（A：
4.5�mm），カミスジカイコガイダマシ�Cylichnatys yamakawai，長谷崎海岸，2018年 1 月14日（B：2.5�mm），ブドウガイ�Haloa 
japonica，長谷崎海岸，2016年11月13日（C），キセワタ上科の一種 1 �Philinoidea�sp.1，羽豆岬，2018年 6 月12日（D： 6 mm），キ
セワタ上科の一種 2 �Philinoidea�sp. 2 ，羽豆岬，2020年 6 月 8 日（E： 7 mm），キセワタ上科の一種 3 �Philinoidea�sp. 3 ，羽豆岬，
2020年 6 月 8 日（F：4.5�mm），キセワタ属の一種�Philine�sp.，長谷崎海岸，2016年11月13日（G：25�mm），タソガレキセワタ�
Melanochlamys kohi，長谷崎海岸，2018年 4 月 1 日（H：20.8�mm），エゾキセワタ属の一種�Melanochlamys�sp.，羽豆岬，2020年
6 月 8 日（I：19�mm），クロヘリアメフラシ�Aplysia japonica，長谷崎海岸，2018年 4 月 1 日（J：35�mm），アマクサアメフラシ�A. 
juliana，長谷崎海岸，2018年 1 月14日（K：18.8�mm），アメフラシ�A. kurodai，長谷崎海岸，2018年 1 月14日（L：55�mm），ト
ゲアメフラシ�Bursatella leachii，長谷崎海岸，2017年11月 6 日（M：約100�mm），タツナミガイ�Dolabella auricularia，長谷崎海岸，
2017年11月 6 日（N：約70�mm），ウミナメクジ�Petalifera punctulata，長谷崎海岸，2017年 8 月22日（Oa：18�mm），2019年 6 月
4 日（Ob）．計測値についてA，Bは殻長，他は匍匐時の体長を示す．
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歯舌の歯式は，体長 6 mmの個体（KSNHM-M10962）
で15×2.1.1.1.2．内側歯の基底部は幅広く，先端は鎌形
で，その内縁に11–14個の小鋸歯を有する（図 3 F，G）．
外側歯は内側歯と比べ細長く，内縁は平滑．左右の内側
歯間（横列中央）には三角形状の中央歯が認められた

（図 3 H）．�
備考：検討標本の生時の体色は，堀（2017）の示すチ

ゴキセワタPhiline infantilis�（Habe,�1950）に概ね一致
するが，殻形態には相違が見られた．チゴキセワタの殻
は点刻状の螺溝を有し，外唇上端内側が深く切れ込むと
されるが（Habe，1950），検討に用いた個体にそのよう

な特徴は確認できなかった．また，チゴキセワタは主に
砂底に生息するとされるが（堀，2017），本種はいずれ
も岩礁潮間帯の転石裏より採集されたため，生息環境も
異なる．これらのことから，本検討標本はチゴキセワタ
とは別種と考えられるが，キセワタ上科の既知種のう
ち，形態の一致する種がないことから，本稿では未定種
とした．

なお，チゴキセワタは南知多町内海から過去に記録さ
れているが（河合，2018），リストのみの簡易な記載で
あり詳細は不明である．

図 3 ．�キセワタ上科の一種 1 �Philinoidea�sp.1の殻および歯舌（SEM画像）．殻（Ａ：背面，B：腹面，C：殻表，D，E：殻頂），歯舌（F：
全体，G：内側歯，H：中央歯）．スケールバーは 1 mm（A，B），100�ìm（C–F），10�ìm（G，Ｈ）をそれぞれ示す．
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キセワタ上科の一種 2  Philinoidea sp. 2
検討標本：KSNHM-M11470， 1 個体（体長 7 mm），

羽豆岬，2020年 6 月 8 日（図 2 E）
記載：体は円筒形に近くやや偏平．頭楯は外套楯より

僅かに長く，側足は若干発達する．外套楯後端は 2 葉に
分かれ，正中線より左側部分に切れ込みが入る．地色は
淡橙色で，暗褐色の内臓塊が半透明の体表を通して視認
できる．外套楯に内在する殻は白色半透明で卵形（図
4 A，Ｂ）．殻表の螺溝は，部分的に連続した点刻状だ
が，その形状は一貫していない（図 4 C）．縫合は深く，
外唇上端内側はわずかに湾入する（図 4 D）．殻頂は突

出しない（図 4 E）．胃板を欠く．
歯舌の歯式は，21×2.1.1.1.2．内側歯の基底部は幅広く，

先端は鎌形で，内縁に10–15個の小鋸歯を有する（図
4 F，Ｇ）．外側歯は内側歯と比べ細長く，内縁は平滑．
中央歯は基底が 2 分した三角形に近い板状構造を呈する

（図 4 H）．
備考：検討標本の生時の体色は，Gosliner（1988）お

よびBaba（1990）の示すアカキセワタPhiline rubrata 
Gosliner,�1988に似るが，アカキセワタは赤橙色である
のに対し，検討標本は淡橙色で若干の相違がある．中野

（2019）は，これらを種内変異としているが，検討標本

図 4 ．�キセワタ上科の一種 2 �Philinoidea�sp.2の殻および歯舌（SEM画像）．殻（Ａ：背面，B：腹面，C：殻表，D，Ｅ：殻頂），歯舌（F：
全体，G：内側歯，H：中央歯）．スケールバーは 1 mm（A，B），100�ìm（C–F），10�ìm（G，Ｈ）をそれぞれ示す．
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は痕跡的な中央歯を有しており，本形質はアカキセワタ
には見られない特筆すべき形態的特徴である．なお，中
野（2019）および小野・加藤（2020）は，アカキセワタ
の学名をP. trapezia�Hedley,�1902とし，P. rubrataを新
参異名としている．P. trapeziaの殻は台形に近く，外唇
縁 の 上 下 端 と 側 縁 が そ れ ぞ れ ほ ぼ 直 角 に 交 わ る

（Hedley，1902）．これは，Gosliner（1988）や堀（2017）
の示すアカキセワタの殻形態と相違することから，両種
は別種と考えられる．また，コスタリカをタイプ産地と
するP. caballeri�Ortea,�Espinosa�and�Moro,�2001は検討
標本の体色と類似するが（Ortea�et�al.,�2001），殻表に

点刻状の螺溝や胃板を有する点，中央歯を欠く点で形態
が異なる．キセワタ上科の既知種のうち，形態の一致す
る種がないことから，本稿では未定種とした．

本種は，2019，2020年のいずれも 6 月に羽豆岬の潮間
帯の転石裏から，キセワタ上科の一種 1 とともに採集さ
れた．南知多町内海におけるアカキセワタ類Philine�
sp.の記録（佐藤ほか，2019）に関しては，検討標本と
同種の可能性がある．

キセワタ上科の一種 3  Philinoidea sp. 3
検討標本：KSNHM-M11468， 1 個体（体長4.5�mm），

図 5 ．�キセワタ上科の一種 3 �Philinoidea�sp.3の殻および歯舌（SEM画像）．殻（Ａ：背面，B：腹面，C：殻表，D，Ｅ：殻頂，歯舌（F：
全体，Ｇ：内側歯，H：中央歯）．スケールバーは 1 �mm（A，B），100�ìm（C–F）， 1 �ìm（G，Ｈ）をそれぞれ示す．
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羽豆岬，2020年 6 月 8 日（図 2 F）
記載：体は円筒形に近くやや偏平．外套楯は頭楯より

僅かに長く，後端は正中線より左側部分が浅く凹む．地
色は乳白色．頭楯は前部の両側，外套楯は中央付近と後
端を除いて暗褐色斑で覆われ，地色が露出する部位では
銀白色の細点が散在する．殻は白色半透明で卵形（図
5 A，Ｂ）．殻表には点刻状の螺溝をめぐらす（図 5 C）．
縫合は深く，外唇上端内側は湾入する（図 5 D）．殻頂
はわずかに突出する（図 5 E）．胃板を欠く．

歯舌の歯式は（?）×2.1.1.1.2．内側歯の基底部は幅広
く，先端は鎌形で，内縁に11–13個程度の小鋸歯を有す
る（図 5 F，Ｇ）．外側歯は内側歯と比べ細長く，内縁
は平滑．中央歯は台形に近い板状で，底辺は 2 分して立
ち上がるほか，板の中央にも 1 個の突起を有する（図
5 H）．

備考：検討標本と体色の類似するモンガラキセワタ
Philine orca�Gosliner,�1988は，内側歯の内縁に大きな突
起 を 1 個 有 す る の み で あ り（Gosliner，1988；Baba，
1990），歯舌の形状が明確に異なる．中野（2004，2019）

は，外部形態が類似した福井県越前海岸産の種をエゾキ
セワタMelanochlamys ezoensis�（Baba,�1957）と同定し
ている．しかし，検討標本は歯舌を有し，円みのある発
達した殻が内在することからエゾキセワタとの区別が可
能である．キセワタ上科の既知種のうち，形態の一致す
る種がないことから，本稿では未定種とした．

2020年 6 月 8 日に羽豆岬の潮間帯の転石上から 2 個体
確認された．愛知県では過去に生体が得られた記録はな
い．

キセワタ属の一種 Philine sp.
検討標本：KSNHM-M10594， 1 個体（体長20�mm），

長谷崎海岸，2016年11月13日（図 2 G）；KSNHM-M11874，
5 個体（体長25–35�mm），長谷崎海岸，2020年 6 月 9 日

記載：生時の最大体長は約35�mm．体は偏平で卵円形．
頭楯は外套楯よりも長く，側足は小さい．地色は白色半
透明で，体表全体が白色の微小細点で覆われる．口部は
淡い褐色を呈するが，個体によってその周辺域や腹足も
淡く着色することがある．殻は円みを帯びた方形で，殻

図 6 ．�キセワタ属の一種Philine�sp.の殻および歯舌（SEM画像），雄性生殖器．殻（Ａ：背面，B：腹面），胃板（C），歯舌（D：全体，Ｅ：
側歯），雄性生殖器（F）．スケールバーは 1 mm（A–C，F），100�ìm（D，E）をそれぞれ示す．
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表は光沢があり，成長脈が目立つ（図 6 A，B）．螺溝は
線状だが不規則に途切れる．外唇上端は突出する．砂嚢
は筋肉質で発達しており， 3 個の胃板は対となる 2 個が
紡錘形に近い形状で，残りの 1 個が前 2 個より小さく，
前後端がよりくびれる（図 6 C）．

歯舌の歯式は，体長25�mmの個体（KSNHM-M11874）
で20×1.0.1．側歯の基部は幅広く，先端は弓状に湾曲し，
その内縁に45個程度の小鋸歯を有する（図 6 D，E）．雄
性生殖器の前立腺は，長く複雑に入り組む（図 6 F）．
陰茎の形状は未確認．

備考：検討標本の外部および内部形態は，Price�et�
al.（2011）の示すPhiline orientalis�A.�Adams,�1854の記
載に概ね一致する．P. orientalisをはじめ，P. argentata 
Gould,� 1859，P. japonica�Lischke,� 1874，P. striatella�
Tapparone-Canefri,�1874など複数のキセワタ属が日本や
その近海から記載されているが，これらの系統的な関係
性については近年盛んに議論がなされており，Price�et�
al.（2011）は上記 3 種をいずれもP. orientalisの新参異
名としたが，後にChaban（2014）によりP. argentataは
有 効 名 で あ る こ と，Chaban�et�al.（2019） に よ りP. 
orientalisとP. japonicaは遺伝的に近縁であることが示
された．現状として，日本産キセワタ属の内部形態に関
する知見は限られており，分子系統解析も含めた網羅的
な再検討が必要である．この状況を踏まえ，本稿では検
討標本をキセワタ属の未定種とした．

タソガレキセワタ Melanochlamys kohi Cooke, Hanson, 
Hirano, Ornelas-Gatdula, Gosliner, Chernyshev and 
Valdés, 2014

検 討 標 本：KSNHM-M10897， 3 個 体（ 体 長20.8-
25�mm），長谷崎海岸，2018年 4 月 1 日（図 2 H）

記載：生時の最大体長は約25�mm．体は円筒形に近く
やや偏平．外套楯は頭楯より僅かに長く，後端は伸長し
正中線上の切れ込みにより二葉に分かれる．左葉と右葉
はほぼ同大．体色は一様に暗色だが，頭楯前端および外
套楯後端は灰白色を呈する．また，腹足面もやや淡い暗
色となる．

殻は白色半透明で，腹足面から見て殻頂を中心に約
3 / 4 周後方に巻き，殻頂部腹足側は舌状で前方に張り
出す（図 7 A，B）．螺層は外れ，お互い接合しない（図

7 C）．殻表はいびつな成長脈が目立ち，内唇縁はやや
厚く，外唇縁は膜状でもろい．�

前立腺の構造は単純で，末端はやや肥大し，貯精球は
何層にも折りたたまれ，末端は牽引筋につながる（図
7 D）．陰茎は細長く，先端部には角質の陰茎針を有す
る（図 7 E）．

備考：検討標本の体色は，Cooke�et�al.（2014）の示
すヤミヨキセワタMelanochlamys fukudai�Cooke�et�al.,�
2014およびタソガレキセワタM. kohi�Cooke�et�al.,�2014
に似るが，雄性生殖器の形状は，細長い前立腺の末端が
わずかに肥大し，貯精球が球状をなさない，陰茎が伸長
する点で千葉県産のタソガレキセワタに近似することか
ら，本種と同定した．

2018年 4 月，2019年 6 月に長谷崎海岸のアマモ場の泥
底から複数個体採集された．愛知県からは南知多町内海
での記録がある（佐藤ほか，2019）．�

エゾキセワタ属の一種 Melanochlamys sp.
検 討 標 本：KSNHM-M11465， 2 個 体（ 体 長19.0，

22.6�mm），羽豆岬，2020年 6 月 8 日；KSNHM-M11860，
2 個体（体長20.5，23.4�mm），羽豆岬，2022年 5 月16日

（図 2 I）
記載：生時の体長は最大25�mm．体は円筒形に近くや

や偏平．頭楯は長方形で，外套楯より僅かに長い．個体
によって頭楯の前縁および後縁の中央部が若干凹む．外
套楯の後端は伸長し，幅の広い二葉に分かれる．左葉と
右葉はほぼ同大．体表は暗色小斑で密に覆われ，灰黄色
斑が体表全体に不規則に分布する．頭楯，外套楯，側足
葉の周縁域は灰黄色斑が目立ち，これらの領域は銀白色
の細点で密に覆われる．�

殻は，腹足面から見て殻頂を中心に約 1 周後方に巻
き，殻頂部腹足側が右斜め前方へ舌状に張り出す（図
7 F，Ｇ）．螺層は全て外れ接合しない（図 7 H，I）．外
唇上部は後方内側に湾曲しつつ伸び，外唇縁下部右側は
湾入する．外唇縁は膜状でもろい．殻は白色で成長脈が
目立つ．

前立腺は偏平で 2 ， 3 回折りたたまれて陰茎鞘付近に
収納され，貯精球は著しく伸長し，複雑な形状を呈する

（図 7 J）．陰茎は比較的短く，先端には角質の陰茎針を
有する（図 7 K）．
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備考：検討標本の外部形態，殻，雄性生殖器の形状は，
Cooke�et�al.（2014）の示す千葉県産のエゾキセワタM. 
ezoensis�（Baba,�1957）に概ね一致する．エゾキセワタ
は，北海道厚岸町をタイプ産地とするが，原記載は外部
形態のみを記した簡易なもので（Baba，1957），殻や生
殖器に関する詳細は示されていない．エゾキセワタの体
色は，灰黄色の地色に頭楯の前端と後端，外套楯の後端
を除く，ほぼ全域が黒褐色斑で覆われるのに対し

（Baba，1957），検討標本は側足縁およびそれ以外の体
表面においても，黒褐色斑を欠く領域が見られた．また，

当該領域には銀白色の細点が密に分布しており，これら
の形態的特徴は原記載に示されていない．

さらに，臼杵（1969）による新潟県産の「仮称�コシ
ジキセワタガイ（馬場付記：研究未了）」の外部形態は，
体表面の黒色色素を欠く領域が検討標本およびCooke�et�
al.（2014）の示す千葉県産エゾキセワタと類似する．し
たがって，両種を研究していた馬場菊太郎はコシジキセ
ワタガイとエゾキセワタ両種を明確に区別していたと考
えられる．上述した形態的な相違も考慮すると，Cooke�
et�al.（2014）による千葉県産エゾキセワタは誤同定の

図 7 ．�タソガレキセワタMelanochlamys kohiおよびエゾキセワタ属の一種Melanochlamys�sp.の内部形態．タソガレキセワタ：殻（A：背
面，B：腹面，C：殻頂），雄性生殖器（D），陰茎（E），エゾキセワタ属の一種：殻（F：背面，G：腹面，H，I：殻頂），雄性生
殖器（J），陰茎（K）．スケールバーは 1 mm（A，B，Ｄ，F–H，J），100�ìm（C，I，Ｋ），10�ìm（E）をそれぞれ示す．略語：（p）�
penis�陰茎；（pr）�prostate�前立腺；（ps）�penial�sac�陰茎鞘；（spb）�spermatic�bulb�貯精球．
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可能性がある．その場合，本検討標本などの和名はコシ
ジキセワタガイとなる可能性が高いが，エゾキセワタ属
の諸種は外部形態の差異に乏しく（平野ほか，2020），
現時点での同定は慎重に行う必要があることから本稿で
は未定種とした．

クロヘリアメフラシ Aplysia japonica G. B. Sowerby II, 
1869

検討標本：KSNHM-M10903， 1 個体（体長35�mm），
長谷崎海岸，2018年 4 月 1 日（図 2 J）

記載：生時の体長は最大50�mm．体は細長く，後方が
やや膨れる．側足は大きく，後部で癒合する．体色は赤
褐色で体表全体に白色細斑を散布する．触角，口触手，
側足は最外が赤色，その内側は黒色，尾部および外套腔
の周縁は黒色を呈する．殻は米粒型で，背面側がよく膨
らむ（図 8 A，Ｂ）．

顎板の繊維状小棒は先端が尖り，わずかに 2 叉するも
のも見られた（図 8 C）．歯舌の歯式は29×12・1・12．中
央歯は台形で，周縁に多数の小歯を具えた中歯尖とその
両側に 2 ， 3 個の鋸歯を有する（図 8 D）．第一側歯は

図 8 ．�クロヘリアメフラシAplysia japonicaおよびトゲアメフラシBursatella leachiiの内部形態（写真およびSEM画像）．クロヘリアメフ
ラシ：殻（Ａ：背面，B：腹面），顎板（C），歯舌（D，Ｅ），トゲアメフラシ：顎板（F），歯舌（G，Ｈ），砂嚢板（I），陰茎（J，Ｋ）．
スケールバーは 1 mm（A，B，I），100�ìm（D，Ｅ–H，Ｊ，Ｋ），10�ìm（C）をそれぞれ示す．
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同様に小歯を具えた中歯尖とその外側に 1 ， 2 個の鋸歯
を有し，これらの鋸歯は外側に向かうにつれ，徐々に目
立たなくなる．最外側歯は単純な棍棒状（図 8 E）．陰
茎は未確認．

備 考： ク ロ ヘ リ ア メ フ ラ シ の 学 名 は 従 来Aplysia 
parvula�Mörch,�1863とされていたが（例えば，馬場，
1949；中野，2004；濱谷，2017など），Golestani�et�al.（2019）
はA. parvulaを北大西洋沿岸に分布する種とし，日本産
の対応する種としてA. japonica�G.�B.�Sowerby�II,�1869
およびAplysia�sp.の 2 種を報告した．中野（2019）や太
田ほか（2021）もクロヘリアメフラシとされていた種に
複数の隠蔽種が含まれる可能性を指摘しているが，検討
標本は体色および顎板，歯舌の形状が，Golestani�et�al.�

（2019）の示すA. japonicaと概ね一致する．また，和名
「クロヘリアメフラシ」は，相模湾から得られた個体を
もとに平瀬（1927）により提唱されたが，本記載と比較
しても体色，歯舌の形状に大きな相違は見られないこと
から，これらは同一種と考えられる．

トゲアメフラシ Bursatella leachii de Blainville, 1817
検 討 標 本：KSNHM-M10821， 1 個 体（ 体 長 約

100�mm），長谷崎海岸，2017年11月 6 日，長野宏佑採集
（図 2 M）

記載：体は長楕円形で柔軟．背孔は体のほぼ中央に位
置し，側足は開かない．体表および口触手，触角は樹状
突起で覆われる．地色は暗褐色で，体表面は青色の眼状

図 9 ．�長谷崎海岸と羽豆岬で確認された嚢舌目．クロミドリガイ�Elysia atroviridis，長谷崎海岸，2018年 4 月 1 日（A:�12.6�mm），コノ
ハミドリガイ E. cf.�marginata，長谷崎海岸，2017年 8 月22日（B:�30.5�mm），イズミミドリガイ�E. nigrocapitata，長谷崎海岸，
2017年 8 月22日（C:� 7 mm），ヒラミルミドリガイ�E. trisinuata，長谷崎海岸，2016年 8 月 6 日（D），ノトアリモウミウシ�
Hermaea noto，羽豆岬，2020年 6 月 8 日（E:�4.4�mm），アリモウミウシ�Ercolania boodleae，長谷崎海岸，2019年 6 月 4 日（F:�7.5�
mm），ミドリアマモウミウシ�Placida babai，2018年 4 月 2 日（G:�4.8�mm），ベルグウミウシ Stiliger berghi，2018年 1 月14日（H:�
6.8�mm）．計測値は匍匐時の体長を示す．
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紋を有する．樹状突起は淡い褐色で，腹足面も同色．殻
を欠く．

顎板の繊維状小棒は円柱状で先端は平滑（図 8 F）．
歯舌の中央歯は台形で，周縁に少数の小歯を具えた中歯
尖とその両側に 1–3 個の鋸歯を有する（図 8 G）．第一
側歯は鎌形で内側の中歯尖の外側に 2 ， 3 個程度の鋸歯
を有し，これらの鋸歯は外側に向かうにつれて徐々に目
立たなくなる．最外側歯は鎌形で内縁の鋸歯は痕跡的

（図 8 H）．砂嚢には角質で不規則な形状の咀嚼歯を有す
る（図 8 I）．陰茎は円錐形の微小棘で覆われる（図 8 J，
Ｋ）．

備考：トゲアメフラシ（フレリトゲアメフラシ）
Bursatella leachii�de�Blainville,�1817は，世界各地の温
熱帯域に分布する単一種とされていたが（Bazzicalupo�
et�al.,�2018），Bazzicalupo�et�al.（2020）は太平洋中部沿
岸域に分布する種をトゲアメフラシとB. ocelligera 

（Bergh,�1902）の 2 種に分けた．両種は陰茎の形状で区
別されるが，検討標本は陰茎に微小棘を有することか
ら，Bazzicalupo�et�al.（2020）の示すトゲアメフラシと
は同種と判断した．B. ocelligeraは沖縄県から写真によ
る記録がある（木元，2022）．

ノトアリモウミウシ Hermaea noto （Baba, 1959）
検討標本：KSNHM-M10963， 1 個体（体長8.7�mm），

羽豆岬，2018年 6 月12日；KSNHM-M11472，1 個体（体
長4.4�mm），羽豆岬，2020年 6 月 8 日（図 9 E）

記載：体は細長く，触角は耳状で外側の先端から付け
根にかけて溝が入る．背側突起は紡錘形で，体長4.4�mm

の個体では 9 列をなし，それぞれ 1–3 個の突起を有す
る．腹足前端は左右にわずかに拡がる．地色は暗紫色で，
心嚢域，腹足面は白色．頭部は背面の正中線上，口，眼
域，触角の上部が白色で，銀白色の細点が密に分布する．
背側突起も暗紫色で，先端は橙色を呈する．突起上部に
白色の縦線が入る．�

検討標本（体長8.7�mm）の歯は，上昇列に 8 歯，下
降列に12歯を数える．各歯は先端のとがったナイフ型
で，腹縁部は平滑（図10A）．

備考：検討標本の外部形態および歯の形状は，Baba
（1959）の示すノトアリモウミウシHermaea noto�Baba,�
1959の記載に概ね一致する．原記載では歯の下降列が38
歯で末端が螺旋形となるが（Baba，1959），検討標本で
は下降列の欠損により末端の比較ができなかった．

本種は，2018年から2020年にかけて，いずれも 6 月に
羽豆岬の岩礁潮間帯の海藻上から複数確認された．季節
的な出現傾向は不明だが，2022年 5 月の調査時は同様の
環境で探索したものの，発見には至らなかった．

アリモウミウシ Ercolania boodleae （Baba, 1938）
検討標本：KSNHM-M11175，2 個体（体長6.7，9.5�mm），

長谷崎海岸，2019年 6 月 4 日（図 9 F）
記載：体は細長く，尾部は伸長する．触角は棍棒状で

平滑．背側突起は紡錘形で，体長6.7�mmの個体では 8
斜列をなし，それぞれ 1–3 個の突起を有する．腹足前端
はわずかに左右に拡がる．地色は暗色で，頭部は口，触
角，眼域，そして腹足面および尾部が白色．背側突起は
黒色で，先端は白色，その下部は橙色を呈する．

図10．�ノトアリモウミウシHermaea noto（A）とアリモウミウシErcolania boodleae（B）の歯（SEM画像）．
スケールバーは100�ìmを示す．
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検討標本（体長6.7�mm）の歯は，上昇列に 3 歯，下
降列に 6 歯で，下降列には列を離れてさらに 2 ， 3 歯が
集積する．各歯は木靴型．腹縁部は鋸歯を欠く（図
10B）．

備考：検討標本の外部形態，歯の形状は，Baba（1938）
や 馬 場（1949） の 示 す ア リ モ ウ ミ ウ シErcolania 
boodleae�（Baba,�1938）の記載と概ね一致する．形態の
類似するノトアリモウミウシは，触角が耳状にならない
点で区別できる（Baba，1959）．

本種は2016年11月13日，2019年 6 月 4 日に長谷崎海岸
の岩礁潮間帯から採集され，2019年の記録ではアオサ藻
類の一種ホソジュズモChaetomorpha crassa （C.Agardh）�
Kützing,�1845から複数見出された．

考察
本調査により南知多町沿岸域の 2 地点から頭楯目，ア

メフラシ目，嚢舌目に属する 5 上科23種のウミウシ類が
記録された．このうち，キセワタ上科の一種 1 ， 3 ，エ
ゾキセワタ属の一種，ノトアリモウミウシ，アリモウミ
ウシの 5 種は，愛知県初記録である．その根拠は，県下
におけるウミウシ類が掲載された先行研究（石山，
1970； 原 田，1973，1981，1985a，1985b，1986； 岩 田
ほ か，1977； 河 合，1978，2018； 中 山，1980； 西 川，
1985； 西 川・ 前 田，1991； 延 原 ほ か，1992； 出 口，
1995； 木 村，1995，1996，2000，2004，2017； 福 田，
1996； 中 島，1996； 田 中・ 河 合，1998； 鈴 木 ほ か，
2006；川瀬ほか，2009，2019；松岡，2010；早瀬ほか，
2011，2015a，2015b，2016，2019，2021，2022；吉川・
早 瀬，2016； 早 瀬・ 木 村，2017，2020； 佐 藤 ほ か，
2019；木村・早瀬，2020；西・浅田，2020；岩田ほか，
2021；柏尾，2021；柏尾ほか，2021a，2021b；木村ほか，
2021；西ほか，2022）のうち，これら 5 種に関する記載
がないことによる．

キセワタ上科の一種 1 ， 3 については，日本国内から
同種と考えられる個体の情報が散見されるが（例えば，
堀，2017；中野，2019），いずれも写真による記録のみで，
詳細な形態の記載を伴っていなかった．キセワタ上科の
一種 2 を含むこれら 3 種は，先行研究ではいずれもキセ
ワタ属，あるいはエゾキセワタ属と同定されたが，本調
査の結果より痕跡的な中央歯の存在が明らかとなった．

かつて，キセワタ属は一部の種が中央歯を有するとされ
ていたが（Price�et�al.,�2011），分子系統解析を用いた再
検討により，現在それらの所属はいずれも異なる科に変
更されている（Valdés�et�al.,�2016；Moles�et�al.,�2019）．
そして，上記した 3 種の形態的特徴についてもキセワタ
属やエゾキセワタ属には該当せず，中央歯を有する点で
は M o l e s � e t � a l . �（ 2 0 1 9 ） の 示 す W a e g e l e a 属

（Antarctophilinidae），あるいはValdés�et�al.（2016）の
示すカガミキセワタ属Philinorbis（カガミキセワタ科�
Philinorbidae），また胃板を欠く点ではChaban�et�al.

（2022）の示すAglaona属（Aglajidae），あるいはValdés�
et�al.（2016）の示すオビキセワタ属Laona（オビキセワ
タ科�Laonidae）に部分的に類似する．日本やその近海
をタイプ産地とするキセワタ属の多くは，殻形態のみに
基 づ い て 記 載 さ れ て お り（ 例 え ば，Gould，1859；
Lischke,�1872；波部，1946），生時の体色およびその他
の内部形態に関する知見は限定的である．さらに，現在
認識されているキセワタ属は多系統群であることからも

（Moles�et�al.,�2019），分子系統解析を含めた網羅的な検
討が必要である．同じく愛知県初記録種であるノトアリ
モウミウシやアリモウミウシについても，同属に異なる
系統の種が含まれることが示されており（Hirokane�et�
al.,�2021），今後分類上の位置が変更される可能性があ
る．

長谷崎海岸における出現種のうち，コメツブガ
Decorifer insignis�（Pilsbry,�1904）やカミスジカイコガ
イダマシCylichnatys yamakawai （Yokoyama,�1920），キ
セワタ属の一種，タソガレキセワタは砂泥域，ウミナメ
クジは隣接するアマモ場から見出された．なかでも，カ
ミスジカイコガイダマシとウミナメクジは，「レッド
データブックあいち2020」において，それぞれ絶滅危惧
Ⅱ類，準絶滅危惧に選定されており（木村・早瀬，2020），
年毎の出現頻度は異なるものの複数年にわたり両種が確
認されていることは，当該調査地に良好な浅海環境が現
存することを示唆する．他にも，ブドウガイやアメフラ
シ，イズミミドリガイ，アリモウミウシなどの岩礁域や
それらに付随する海藻上から見出された種も複数年記録
されている．愛知県初記録のアリモウミウシは，食藻で
あるアオモグサBoodlea coacta （Dickie）�Murray�and�De�
Toni,�1889やジュズモ類などのアオサ藻類のほか，褐藻，
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紅藻など複数の藻類上から見つかっており（馬場，
1949；安部，1964；Usuki，1977），今後県下の複数地
点で記録されるものと考えられる．長谷崎海岸は，海岸
面積が限られるものの，砂泥底から岩礁域まで多様な環
境が現存する良好な海岸であることが伺える．

一方，羽豆岬ではコメツブガイ以外はすべて岩礁域か
ら採集された．このうち，長谷崎海岸での未記録種は，
キセワタ上科の一種 1 ，2 ，3 ，エゾキセワタ属の一種，
ノトアリモウミウシの 5 種で，同じ知多半島南部の岩礁
環境でも地域毎に構成種の違いが見られた．いずれの種
も国内の産出状況に関する知見は限られるが，ノトアリ
モウミウシについては，日本海から太平洋沿岸にかけて
の外洋水の影響を受ける環境で確認されていることから

（高岡生物研究会，1978；中野，2004，2019；小野・加藤，
2020），愛知県では湾口部の一部地域に分布が限られる
可能性が高い．

著者らは，南知多町南部の 2 地点におけるウミウシ類
を2016年から継続的に調査してきた．今回の結果に加
え，前報の裸鰓目の出現種（柏尾ほか，2021a）も含め
ると計66種が記録されたことになり，県内でも比類ない
多様なウミウシ類が生息する環境であることが明らかと
なった．この要因として，まずは当該調査地の地理的特
性が挙げられる．谷口（1957）は，伊勢湾内に流入する
黒潮の分岐流の影響により，知多半島南部が三河湾，伊
勢湾内で唯一暖地性の海浜植物が見られる場所と指摘し
ており，鈴木ほか（2006）は羽豆岬を含む師崎地区を同
湾内において最も多様な軟体動物相を有する場所として
いる．南知多町は，伊勢湾と三河湾に挟まれた南北に細
長い形状をしており，南部は外洋水の影響を受けやすい
環境であるのに対し，長谷崎海岸のようにアマモが繁茂
する内湾的な環境もあり，地点毎で異なる沿岸特性を有
する．南知多町からは他にも伊勢湾に面する内海（佐藤
ほか，2019）や湾口部に位置する有人島の篠島（西・浅
田，2020；柏尾ほか，2021b），日間賀島（木村，1995；
早瀬ほか，2019）におけるウミウシ類の記録もあり，今
後調査を継続することで，さらに記録種数は増加すると
推測される．

2 つ目の要因として，ウミウシ類各種の出現傾向には
季節性があり（例えば，萩原，2006；増田，2019），そ
の地域の構成種を把握するためには年間を通した調査が

必要となる．羽豆岬では観察会の時期に合わせた特定の
季節以外調査を実施できなかったが，長谷崎海岸では地
域の漁業協同組合や南知多町環境課の協力を得て，2017
〜2019年の間，概ね年間を通して調査を行うことができ
た．特に県下における冬季のウミウシ類相に関する知見
は限定的であり，この時期の出現種の傾向を把握できた
ことは特筆すべき成果と言える．

三河湾は，高度経済成長期における干潟の埋め立てや
護岸建設等により，多くの浅海域が消失したとされてい
るが（東洋航空事業株式会社，1980），その中でも南知
多町は依然として良好な自然海岸が多く現存する．現在
の自然，半自然環境がこれからも適切に維持，管理され
るべきであることは言うまでもないが，早瀬ほか

（2015b）が指摘するように，地域と行政，研究者が連
携しながら，調査研究や保全の取り組みを続けていくこ
とが重要である．また，長谷崎海岸や羽豆岬で毎年開催
されている地域の小学生や一般市民を対象とした観察会
は，研究成果の還元につながり，地域住民に身近な自然
への興味，関心を喚起し，さらにその価値を認識するた
めの重要な機会を与えるであろう．
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